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去
る
五
月
十
四
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
鹿
沼
建
設
会
館

に
於
い
て
、
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
中
津
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
そ
の
後
小
曽
戸
廣
県

議
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

十
五
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
、
十
六
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
し
た
ほ

か
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
っ
た
。

新
理
事
長
に
は
、
前
副
理
事
長
角
田
満
生
氏
が
、
就
任
し

ま
し
た
。
ま
た
、
副
理
事
長
を
三
人
と
し
、
中
山
光
郎
氏
の

ほ
か
、
高
内
創
氏
・
神
谷
成
美
氏
が
新
し
く
副
理
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
理
事
が
選
任
さ
れ
、
理
事
会
で
の
互
選
に
お
い

て
新
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。

▽
理

事

長

角
田
満
生(

角
田
建
設
㈱)

▽
副
理
事
長

中
山
光
郎(

中
山
建
設
㈱)

、
高
内
　
創(

佐
野

屋
建
設
㈱)

、
神
谷
成
美(

神
谷
建
設
㈱)

▽
理
　
　
事

阿
部
治
司(

大
芦
産
業
㈱)

、
井
戸
文
雄(

井
戸

産
業
㈱)

、
安
中
正
男(

安
中
建
設
㈱)

、
大
塚

誠
一(

大
塚
建
設
㈲)

、
福
田
泰
一(

㈲
新
井
建

設)

、
宇
賀
神
勝(

機
械
建
設
㈱)

▽
監

　

事

川
上
貢
一(

川
上
建
設
㈱)

、
五
月
女
博(

五
月

女
建
設
㈱)

、
竹
沢
則
男(

竹
沢
建
設
㈱)
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ま
す
。

今
、
建
設
業
界
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
を
乗
り
切
る
に

は
支
部
全
員
の
協
力
と
、
支
部
各
委
員

会
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非

常
に
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
厳
し
い
冬

の
後
に
は
必
ず
春
が
訪
れ
る
事
を
信
じ
、

互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
、
鹿
沼
支
部
及

び
建
設
業
界
発
展
の
為
、
御
協
力
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
四
月
、
上
都
賀
農
業
振
興
事
務

所
長
と
し
て
着
任
致
し
ま
し
た
。
前
任

者
同
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃
木
県
建
設
業
協
会
鹿
沼
支
部
の
皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
農
業
行
政
の
う
ち

こ
の
度
、
支
部
総
会
に
お
い
て
、
鹿

沼
支
部
長
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。

支
部
長
の
重
責
に
、
荷
重
く
道
遠
し

の
思
い
で
す
が
、
中
津
前
支
部
長
様
を

始
め
先
輩
各
位
ま
た
、
支
部
の
皆
様
の

ご
指
導
ご
協
力
を
頂
き
、
鹿
沼
支
部
発

展
の
為
尽
力
す
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

中
津
前
支
部
長
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
常
に
支
部
の
先
頭
に
立
ち
、
公
共

事
業
の
確
保
の
為
、
又
、
ダ
ム
問
題
等

積
極
的
に
取
り
組
み
、
支
部
を
導
い
て

下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今

日
の
鹿
沼
支
部
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
業

績
を
引
き
継
が
せ
て
頂
く
所
存
で
あ
り

上都賀農業振興事務所
所 長

君島　好美

支部長

角田　満生

と
り
わ
け
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

に
あ
た
り
ま
し
て
、
御
理
解
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
今
日
の
農
業
・
農
村
は
、
担

い
手
の
減
少
・
高
齢
化
が
進
む
な
ど
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、

県
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る

た
め
「
首
都
圏
農
業
推
進
計
画
21
」
に

基
づ
き
、
米
麦
、
園
芸
、
畜
産
の
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
た
農
業
生
産
の

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
・
農
村

が
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
な
ど
、
都

市
と
農
村
が
共
生
で
き
る
「
食
と
農
の

郷
と
ち
ぎ
」
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

上
都
賀
管
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
水

田
の
整
備
率
が
48
％
（
県
平
均
69
％
）

と
農
地
の
整
備
が
著
し
く
遅
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
経
営
体
制
基
盤
整
備
事
業

を
中
心
と
し
た
県
営
の
圃
場
整
備
を
積

極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度

は
鹿
沼
市
の
北
赤
塚
二
な
ど
二
地
区
が

新
規
採
択
と
な
り
十
二
地
区
で
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
整
備
率
向

上
を
図
る
た
め
今
後
と
も
藤
江
地
区
は

じ
め
新
規
地
区
の
事
業
計
画
樹
立
に
向

け
努
め
て
参
る
考
え
で
す
。

ま
た
、
農
業
の
振
興
と
農
村
の
安
住

条
件
の
整
備
を
図
る
た
め
の
ふ
る
さ
と

農
道
緊
急
整
備
事
業
を
、
新
規
の
栃
窪

十
二
ほ
か
七
地
区
で
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
環
境
型
社
会
の
形
成
に
向

け
鹿
沼
市
が
事
業
主
体
と
な
り
本
年
度

か
ら
取
り
組
む
堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
整
備

に
つ
い
て
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

工
事
請
負
業
者
の
御
協
力
と
地
域
住
民

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
環
境
と
の
調

和
に
配
慮
し
な
が
ら
実
施
す
る
こ
と
に

加
え
、
工
事
執
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

職
員
一
丸
と
な
り
上
半
期
執
行
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

に
は
御
理
解
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
栃
木
県
建
設
業
協
会
鹿
沼

支
部
の
益
々
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
の
御
活
躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、
着
任

の
挨
拶
と
し
ま
す
。
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着
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拶
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任
挨
拶



本
年
四
月
一
日
付
け
で
、
栃
木
県
鹿

沼
林
務
事
務
所
長
と
し
て
着
任
い
た
し

ま
し
た
赤
羽
で
ご
ざ
い
ま
す
。

栃
木
県
建
設
業
協
会
鹿
沼
支
部
の
皆

様
に
は
、
日
頃
、
林
務
行
政
の
推
進
と

り
わ
け
、
治
山
、
林
道
、
自
然
公
園
施

設
整
備
事
業
等
に
お
き
ま
し
て
、
格
別

な
ご
尽
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
は
、
森
林
、
林
業
学

基
本
法
に
基
づ
き
、
栃
木
県
総
合
計
画

「
と
ち
ぎ
21
世
紀
プ
ラ
ン
」の
部
門
計
画

で
あ
る
「
林
業
・
自
然
ふ
れ
あ
い
プ
ラ

ン
」
の
計
画
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

森
林
の
持
つ
諸
機
能
の
高
度
発
揮
の
た

め
、
治
山
・
林
道
事
業
や
森
林
整
備
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

工
事
の
執
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
早
期
発
注
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
当
事
務
所
と
の
連
携
を
密
に
さ
れ
、

鹿沼林務事務所
所 長

赤羽　吉松

工
事
の
安
全
を
第
一
に
、
出
来
形
、
工

程
な
ど
施
工
管
理
に
充
分
努
め
ら
れ
、

優
良
な
工
事
を
完
成
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
工
事
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
先
ず
治
山
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
に
強
い
安
全
な
県
土
づ
く
り
、
水

源
地
域
に
お
け
る
森
林
の
機
能
強
化
を

促
進
す
る
た
め
、「
細
木
沢
」
外
十
一
ヶ

所
で
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
林

道
事
業
は
、
森
林
基
幹
道
「
前
日
光
線
」

を
重
点
に
開
設
、
改
築
を
実
施
す
る
ほ

か
、「
与
州
加
戸
沢
線
」
の
開
設
等
十
七

ヶ
所
で
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

自
然
公
園
等
施
設
整
備
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
井
戸
湿
原
内
の
木
道
等
の

歩
道
整
備
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

保
全
林
及
び
保
安
林
整
備
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
「
草
久
生
活
環
境
保
全

林
（
仮
称
）」外
の
保
安
林
等
に
お
い
て
、

森
林
の
広
域
的
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ

せ
る
た
め
、
植
栽
や
除
間
伐
等
森
林
整

備
を
八
ヶ
所
で
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
各
事
業
は
地
域
の
振
興
、
延
い
て
は

林
業
の
振
興
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
森
林
土
木
事
業
へ
の
木
材
利

用
の
拡
大
を
一
層
促
進
し
て
参
る
所
存

で
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
、
栃
木
県
建
設
業
協
会
鹿
沼

支
部
の
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の

ご
発
展
と
ご
健
康
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
着
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

栃
木
県
建
設
業
協
会
鹿
沼
支
部
の
皆

様
に
は
、
常
日
頃
か
ら
当
管
内
の
土
木

事
業
推
進
の
た
め
、
特
段
の
ご
配
慮
と

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

本
年
四
月
一
日
の
人
事
異
動
に
よ
り

鹿
沼
土
木
事
務
所
長
と
し
て
着
任
い
た

し
ま
し
た
。
前
任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
今
の
公
共
事
業
に
お
け
る

情
勢
は
更
に
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
が
、
実
際
に
周
囲
の
身
近

な
声
を
聞
い
て
み
ま
す
と
、
道
路
や
河

川
の
整
備
に
対
す
る
地
域
の
要
望
は
依

然
と
し
て
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一

方
で
は
、
道
路
や
河
川
の
管
理
や
保
全

と
い
っ
た
部
門
の
業
務
が
益
々
重
要
性

を
増
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
地
元
市

町
村
の
意
向
や
地
域
の
人
々
の
意
見
等

の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
如
何
に
効
果

的
に
地
域
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
い
く
か

が
最
も
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

私
は
、
当
事
務
所
の
勤
務
は
初
め
て

で
あ
り
ま
す
が
、
管
内
は
清
流
や
山
々

な
ど
自
然
豊
か
な
美
し
い
景
観
と
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
あ
る
と
と
も

に
、
例
幣
使
街
道
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
昔
か
ら
交
通
の
要
衝
で
も
あ
り
、

ま
た
近
年
は
、
中
心
市
街
地
の
整
備
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
活
性
化
の
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
施
策
等
も
い
ろ
い
ろ
展
開

さ
れ
、
将
来
に
向
け
て
個
性
豊
か
な
発

展
性
が
非
常
に
高
い
地
域
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
県
政
の
基
本
指
針

で
あ
る
『
と
ち
ぎ
21
世
紀
プ
ラ
ン
』
の

大
き
な
柱
の
一
つ
で
も
あ
る
「
快
適
で

安
全
な
暮
ら
し
を
築
く
」
を
目
指
し
て
、

少
し
で
も
地
域
づ
く
り
に
貢
献
出
来
る

よ
う
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
栃
木
県
建
設
業
協
会
鹿

沼
支
部
そ
し
て
会
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
着
任
の

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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鹿沼土木事務所
所 長

岩本　克行
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建
設
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
新
年
度

に
入
り
悪
状
況
を
改
善
す
べ
く
新
役
員

が
決
定
し
そ
の
活
躍
に
期
待
を
大
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

総
務
企
画
委
員
会
で
は
、
そ
の
執
行

部
の
一
助
と
な
り
う
る
よ
う
に
活
動
す

る
こ
と
が
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

総
務
企
画
委
員
会
で
は
、
前
年
度
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
い
会
員
の
皆
様

に
貴
重
な
意
見
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
意
見
に
基
づ
き
各
問
題
を
解
決
で

き
る
よ
う
に
活
動
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
あ
げ
れ
ば
、

支
部
会
費
の
見
直
し
、
新
た
な
事
業
の

発
掘
、
出
資
金
問
題
、
土
地
問
題
等
々

の
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
委
員
一
丸
と
な
っ
て
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
努
力
す
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
年
度
も
総
務
企
画
委
員

会
の
活
動
に
御
理
解
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

最
近
の
公
共
工
事
の
激
減
に
は
各
会

員
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
も
大
き
な
痛
手

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
皮
を
は
ぎ
肉
を
削
り
で
も
、

ま
だ
、
足
り
な
い
と
い
っ
た
方
が
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

私
達
は
支
部
ば
か
り
で
な
く
、
支
部
の

存
亡
を
か
け
て
こ
の
事
態
に
当
た
ら
な

け
れ
ば
、
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
支
部
の
土
木
委
員
会
と
し
て

も
次
の
事
業
を
掲
げ
推
進
す
る
こ
と
と

し
ま
す
。

一
、

各
員
各
社
の
土
木
技
術
の
向
上
　

を
目
指
し
ま
す
。

二
、

各
河
川
の
渇
水
状
況
調
査
。

三
、

鹿
沼
農
業
高
校
生
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
施
。

四
、

鹿
沼
農
業
高
校
生
の
現
場
研
修

の
実
施
。

五
、

土
木
学
会
関
東
支
部
栃
木
会
出

席
。

六
、

建
設
副
産
物
対
策
講
習
会
。

七
、

災
害
発
生
時
緊
急
連
絡
網
の
整

備
と
対
応
。

八
、

危
険
箇
所
の
調
査
報
告
。

九
、

発
生
残
土
処
理
の
調
査
。

十
、

現
場
代
理
人
を
対
象
と
し
た
現

場
研
修
。

十
一
、
情
報
高
度
化
へ
の
対
応
。

十
二
、
土
木
学
会
、
土
木
技
術
研
究
発

表
会
。

十
三
、
土
木
学
会
、
国
土
交
通
省
土
木

技
術
フ
ェ
ア
参
加
。

十
四
、
環
境
整
備
委
員
会
と
の
協
力
研

究
。

そ
の
他
の
活
動
を
計
画
し
て
い
き
ま

す
の
で
関
係
各
機
関
の
御
指
導
御
鞭
撻

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
度
の
建
築
委
員
長
を
命
じ
ら
れ
、

微
力
な
が
ら
会
の
発
展
の
為
、
小
生
な

り
に
、
力
を
注
い
で
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
度
活
動
計
画
と
し
て
、
建
築
現

場
で
の
労
働
災
害
の
防
止
の
為
、
安
全

衛
生
の
企
画
、
立
案
、
推
進
、
現
場
で

実
施
す
べ
き
管
理
指
導
、
支
援
を
関
係

官
庁
の
指
導
の
下
、
活
動
し
て
行
き
た

い
。建

築
業
界
の
社
会
的
信
頼
の
為
、

日
々
変
化
、
向
上
し
て
い
る
建
築
会
に

取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
講
習
会
を
通

じ
、
施
工
技
術
の
情
報
の
提
供
を
し
て

行
き
た
い
。

建
築
を
取
り
巻
く
関
連
業
者
と
の
情

報
交
換
に
よ
り
、
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
や
、
新
た
な
る
時
代
の
要
請
に
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
取
り
組
ん
で

行
き
た
い
。

本
部
の
皆
様
、
建
築
委
員
の
連
帯
を

深
め
、
協
会
員
各
位
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
会
の
た
め
に
、
お
役

に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
よ
り
Ｉ
Ｔ
委
員
会
委
員
長
に

な
り
ま
し
た
宇
賀
神
勝
で
す
。
当
委
員

会
が
発
足
し
て
以
来
二
年
の
歳
月
が
経

ち
ま
し
た
。
当
初
は
パ
ソ
コ
ン
所
有
し

委
員
長
　
田
中
　
康
夫

委
員
長
　
五
月
女
　
博

委
員
長
　
宇
賀
神
　
勝

委
員
長
　
半
貫
　
一
郎
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I
T
委
員
会

建
築
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

土
木
委
員
会



て
い
な
い
会
社
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

知
ら
な
い
会
社
が
多
数
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
二
年
間
の
中
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
所

有
率
一
〇
〇
％
に
な
り
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
運
用
と
い
う
目
標
は
達

成
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
連
絡
の
廃
止
ま
で

は
成
功
し
た
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の
使
用

法
は
見
出
せ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
当

支
部
で
の
現
状
で
、
こ
の
部
分
に
お
い

て
何
ら
か
の
対
策
を
講
じ
た
い
と
思
い

ま
す
。
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
は
回
覧
板
を

見
る
為
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
情

報
を
共
有
す
る
為
の
道
具
な
の
で
す
。

ま
た
、
栃
木
県
で
も
一
部
運
用
が
始

ま
っ
た
電
子
納
品
や
電
子
入
札
と
い
う

今
後
避
け
て
は
通
れ
な
い
電
子
的
課
題

に
対
し
て
、
当
委
員
会
と
し
て
は
情
報

提
供
や
勉
強
会
等
を
随
時
開
催
し
、
Ｉ

Ｔ
部
門
に
お
い
て
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
で
な
い
方
や
、
一
度
も
見
た

こ
と
の
な
い
方
が
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
鹿
沼
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
あ

る
の
で
す
。
こ
ち
ら
の
更
新
も
広
報
委

員
会
と
連
携
を
と
り
、
活
動
状
況
等
を

業
界
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
広
く
一
般

の
方
々
に
情
報
発
信
し
、
建
設
業
界
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
、
建
設
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
急
速
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
公
共
工

事
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
収
益
性
が
低
下

し
て
い
る
中
、
各
企
業
生
き
残
り
を
か

け
、
従
業
員
の
削
減
を
含
め
た
販
管
費

の
削
減
等
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
進
め
、
受

注
高
が
減
少
す
る
中
で
利
益
額
を
確
保

す
る
様
、
各
企
業
が
努
力
し
て
い
る
所

だ
と
思
い
ま
す
。
我
々
企
業
は
利
益
を

追
求
し
、
社
会
に
貢
献
す
る
為
組
織
す

る
集
団
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
初
心

に
返
っ
て
事
業
の
中
で
社
会
に
い
か
に

貢
献
で
き
る
か
考
え
直
し
、
鹿
沼
を
住

み
よ
い
街
に
出
来
る
か
会
員
共
々
考
え
、

委
員
会
活
動
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

自
治
会
、
行
政
と
の
懇
談
会
、
管
内

の
環
境
問
題
、
他
地
域
の
視
察
研
修
、

討
論
会
等
、
会
員
共
々
、
急
速
な
変
化

に
対
応
出
来
る
様
な
、
委
員
会
活
動
を

推
進
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
委
員
会
報
告
』
と
言
う
こ
と
で
、
各

委
員
長
さ
ん
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
原

稿
を
書
い
て
い
た
だ
き
ご
苦
労
様
で
し

た
。年

間
計
画
と
し
ま
し
て
は
、「
支
部
だ

よ
り
」
が
七
月
号
、
一
月
号
の
二
回
発

行
の
予
定
で
す
。
そ
れ
に
本
部
発
行

「
け
ん
せ
つ
」
の
原
稿
依
頼
の
協
力
で

す
。
こ
の
原
稿
を
委
員
で
割
り
振
り
し

対
処
し
て
い
き
ま
す
。
一
昨
年
よ
り
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
覧
が
始
ま
り

ま
し
た
が
も
う
少
し
活
躍
が
出
来
て
い

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
、
も
っ
と
協
会
員
皆
様
が
利
用
し

て
意
見
や
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
七
月
号
発
刊
に
あ
た
り
関
係

官
庁
の
方
々
へ
の
原
稿
を
快
く
ご
寄
稿

い
た
だ
き
、
支
部
員
一
同
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

長
引
く
景
気
低
迷
の
中
、
経
済
状
況

は
少
し
回
復
傾
向
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
建
設
業
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
益
々
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う

な
環
境
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
建
設
企

業
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
人
命
尊
重

を
第
一
と
し
た
、「
安
全
な
く
し
て
企
業

も
ま
た
無
し
」
の
観
点
か
ら
、
災
害
防

止
活
動
の
推
進
、
充
実
、
実
行
の
強
化

を
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
も
労
働
基
準
監
督
署
、
発
注

関
係
機
関
の
ご
指
導
の
下
、
委
員
会
活

動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
安
全
委
員
会

二
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

三
、
安
全
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル

四
、
安
全
指
導
者
パ
ト
ロ
ー
ル

五
、
鹿
沼
分
会
安
全
セ
ミ
ナ
ー

六
、
鹿
沼
地
区
産
業
安
全
衛
生
大
会

七
、
各
種
講
習
会
の
実
施

右
記
活
動
計
画
に
対
し
、
関
係
各
位

の
皆
様
の
御
指
導
御
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

委
員
長
　
窪
田
　
兜
男

委
員
長
　
佛
田
　
　
博

委
員
長
　
阿
部
　
信
夫
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六
月
十
二
日
〜
十
三
日
の
土
日
を
利

用
し
て
、
恒
例
の
鹿
沼
支
部
員
相
互
の

親
睦
の
た
め
の
旅
行
へ
行
っ
て
来
ま
し

た
。今

回
は
よ
り
多
く
の
会
員
が
参
加
し

や
す
い
よ
う
に
近
場
の
仙
台
一
泊
バ
ス

旅
行
と
し
ま
し
た
が
、
厳
し
い
業
界
事

情
の
た
め
か
、
四
十
六
名
の
会
員
中
、

参
加
者
十
五
名
の
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
旅

行
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
は
東
北
道
の
二
本
松
イ
ン
タ

ー
で
降
り
て
、
鬼
婆
伝
説
で
知
ら
れ
る

安
達
ヶ
原
ふ
る
さ
と
村
で
「
う
ち
に
も

い
る
よ
う
な
…
」
と
大
笑
い
し
て
盛
り

上
が
り
、
赤
飯
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
鉄
分
、

カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
古
代
米
を
炊
き

上
げ
た
元
祖
赤
釜
飯
の
昼
食
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
葉
城
で
は
仙
台
市
内
を
見
渡
す
素

晴
ら
し
い
眺
望
を
満
喫
し
な
が
ら
、
戦

国
時
代
を
し
ぶ
と
く
生
き
抜
い
た
伊
達

政
宗
に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

青
葉
城
の
ふ
も
と
の
仙
台
市
博
物
館

青
年
の
会

青
年
の
会

　
　
　
　    

会
長
　
高
村
宏
之

会
長
　
高
村
宏
之
　

こ
の
度
、
鹿
沼
支
部
青
年
の
会
の
会

長
を
お
お
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
与
え

ら
れ
た
役
目
と
思
っ
て
そ
の
職
の
遂
行

に
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
支
部
員

の
皆
様
の
ご
支
援
と
御
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
今
、
こ
の
業
界
は
大

変
な
苦
境
に
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
上

一
般
住
民
の
方
々
が
、
公
共
事
業
あ
る

い
は
建
設
業
に
対
し
て
悪
い
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
公
共
事

業
は
、
無
駄
な
も
の
で
あ
り
要
ら
な
い

も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を

す
る
人
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
を
安
全
に
し
、
便
利

に
し
、
快
適
に
し
、
或
い
は
豊
か
に
す

る
為
に
仕
事
を
進
め
て
い
く
の
が
公
共

事
業
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
決
し
て
無
駄

な
も
の
で
は
な
く
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
の
公
共
事
業
の

必
要
性
を
多
く
の
人
々
に
わ
か
っ
て
も

ら
う
努
力
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
は
地
域
に
根
ざ
し
た
業
者
と
し

て
、
日
常
生
活
の
中
で
も
色
々
な
面
で
、

地
域
の
あ
る
い
は
住
民
の
役
に
立
っ
て

い
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
事

を
一
般
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

青
年
の
会
新
役
員
と
共
に
、
現
状
を

し
っ
か
り
と
分
析
し
な
が
ら
、
若
者
ら

し
く
活
力
の
あ
る
会
の
運
営
を
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
御
支
援
と
御
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

鹿
沼
支
部
視
察
研
修

鹿
沼
支
部
視
察
研
修
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相 談 役 吉沢　定男

相 談 役 神谷　成美

相 談 役 川上　貢一

会　　長 高村　宏之

副 会 長 高山　佳宗

副 会 長 宇賀神　勝

幹　　事 鈴木　雄一

幹　　事 青山　誠司

幹 　 事 角田　真一

幹　　事 大川　嘉亮

幹　　事 中田　憲史

氏 　 　 名

吉沢建設㈱

神谷建設㈱

川上建設㈱

高村土建㈱

山和技建㈱

機械建設㈱

㈱鈴木工業

㈱青山建設

角田建設㈱

大川建設㈲

㈱中田建設

所属会社名

会計幹事 半貫　勝重

会計幹事 橋本　　修

監　　事 井戸　和廣

監　　事 中山　　隆

佛田　孝一

愛波　慶次

飯塚　勝幸

倉野　元男　

阿部　宏明

半貫　昌英

金山　祥久　

氏 　 　 名

㈲半貫工務店

橋本建設㈱

井戸産業㈱

中山建設㈱

㈲ブツダ工業

西城建設㈱

富士建設㈱

倉野工業㈲

大芦産業㈱

半貫建設㈲

金山産業㈱

所属会社名

鹿沼支部（鹿沼支部青年の会）



で
は
「
伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
」
の
特

別
展
を
興
味
深
く
見
学
し
ま
し
た
。
五

十
六
か
ら
十
九
年
間
か
け
て
四
千
万
歩

を
歩
い
て
日
本
の
形
を
地
図
に
し
た
測

量
の
大
先
輩
の
偉
業
に
全
員
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
焼
酎
の
薀
蓄
話
や
熱
く

将
来
を
語
る
人
で
面
白
お
か
し
く
和
気

あ
い
あ
い
で
あ
っ
と
い
う
間
に
仙
台
の

夜
は
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
「
し
お
が
ま
さ
ま
」
と
尊

称
さ
れ
る
塩
竃
神
社
で
鹿
沼
支
部
と
支

部
全
員
の
隆
盛
発
展
を
祈
願
し
て
、
早

め
の
昼
食
を
と
り
、
午
後
四
時
少
し
前

に
は
鹿
沼
支
部
に
無
事
に
戻
り
ま
し
た
。

少
し
の
お
土
産
と
こ
こ
に
は
文
字
に
出

来
な
い
楽
し
い
お
土
産
話
を
沢
山
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
の
視
察
研
修
は
も
っ
と
可
笑
し

く
て
楽
し
く
な
る
よ
う
に
会
員
の
皆
様

の
生
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
親
睦
委
員
　
川
上
記
）

い
つ
も
「
鹿
沼
支
部
だ
よ
り
」
を
発

行
す
る
に
当
っ
て
思
う
こ
と
。
今
年
こ

そ
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
内
容
を
打
破
し

て
、
斬
新
な
「
支
部
だ
よ
り
」
と
思
っ

て
い
ま
す
が
、
現
実
は
な
か
な
か
そ
う

は
い
か
な
い
も
の
で
す
。
広
報
委
員
を

務
め
た
方
な
ら
わ
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

企
画
か
ら
校
正
ま
で
時
間
が
か
か
る
た

め
、
新
し
い
企
画
に
手
が
出
せ
な
い
と

言
う
の
が
本
音
で
す
。
建
設
業
鹿
沼
支

部
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
、

支
部
だ
よ
り
に
書
け
な
か
っ
た
内
容
は
、

Ｈ
Ｐ
に
載
せ
る
様
に
な
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
Ｉ
Ｔ
委
員
会
の
皆
様
に
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

建
設
業
界
は
相
変
わ
ら
ず
不
況
の
中

で
す
が
、
今
年
は
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
年
、
日
本
人
と
し
て
世
界
に
日
本

あ
り
と
「
日
の
丸
」
を
掲
げ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き

新
し
い
「
テ
ー
マ
」
も
考
え
な
が
ら
、

広
く
支
部
内
外
の
情
報
提
供
に
貢
献
し

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
指
導
、
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

佛
田
記

平成16年７月１日 №29 (8)栃木県建設業協会鹿沼支部だより　
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